
① 正しい「先行技術調査 」 と 　特許庁が行う（ サーチ）との 比較-1

審査官が作成したと思われる【検索論理式 】の開示を求めます！！
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調査 種別 ➡ 正しい 先行技術調査 特許庁が行う  サーチ
（先行技術調査を矮小化したもの ）

認識の有無 ➡ 特許を「権利情報」であると、明確に認識しての調査

調査 目的 ➡ 審査請求時の調査　および　他社の公開特許への資料提供調査、など
審査請求された特許出願の先行技術を探す

（ＩＰＣＣなど登録調査機関の検索者や審査官 が行う調査）

調査 手法 ➡
・全【請求項】を精査し、先行技術を探し求める。
・テキスト検索とインデックス検索を駆使した検索式の作成。
・検索用語による近傍演算を多用。
・【請求項】に記載の『技術主題 』と、〖本文全文〗に記載の  「技術的観点 」に対応する
　（紐付いた ）、ハイブリッド（ Hybrid）の「検索論理式」 を作成する。
・「Hybrid」とは「検索用語群 + FI + Fターム」の混成式。

・全【請求項】を解剖しているが、『技術主題』が何であるかを正しく捉えていない。
・【検索論理式】 により集合を作成し、得られた集合を精読していると思われる。（但し、審査官が作成したと思われるものは
非開示）　　　　　　　
・【検索論理式】の内容は、「Fターム」が主体で、この範囲内でのテキスト検索（技術用語）とインデックス検索）を行ってい
る。
・検索用語による近傍演算も多用しているが、「 テーマコード 」の範囲内。
・登録調査機関の検索者より、審査官への「報告書」を参照。

対象 資料 ➡ 生死を問わない特許文献、および技術文献 生死を問わない特許、及び技術文献

利  用  者 ➡ 知財部・外注者 IPCC等の専従検索者と審査官

調査ツール

➡
商用データベース 専用ツール

例
SRパートナー 、 Shareresearch、Ｃyber Patent、ＪＰ－ＮＥＴ、ＨＹＰＡＴ-i２   
他

審査官端末

調査結果の判断 ➡ ・得られた結果の判断は知財部が行う ・特許庁の審査官が判断
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書 誌 書 誌 書 誌

公報種別、特許番号、登録日、発行
日 ➡ 調査対象とする

（適宜、書誌項目を選択）

調査対象とする

（適宜、書誌項目を選択）

発明の名称、出願人、発明者　・・・

権利情報   【請求項】 権利情報  【請求項】

請求の範囲 　技術主題としての分類付与 請求の範囲 請求の範囲

   【 ＦＩ 】          【 Fターム 】

【請求項１】 A61K8/33      4C083,AD121

➡ ・調査対象とする。 ・調査対象とする。
【請求項２】 A61K8/39      4C083,AC111

【請求項３】 A61K8/97      4C088,AA111  【請求項】に記載の『技術主題 』を精読し、付与分類を確定し、Hybridの検索論理式を作成す
る。。

【請求項】に記載の『技術主題 』を精読しているらしい。
【請求項４】 A61K36/484   4C088,AA111

非権利情報  〖本文全文〗 非権利情報  〖本文全文〗

要約 ➡
あまり注意を払わない。

（一部外国の明細書では【請求項】の記載が不明瞭のため、
　　ここでその技術を理解する）

あまり注意を払わない

発明の詳細な説明
・多数のFタームが付与されている。 発明の詳細な説明 発明の詳細な説明

技術分野

検索対象とし、注意度は高い。

発明の説明

従来の技術

課題

➡解決手段

検索対象とし、注意度は高い
産業上の利用分野

発明の実施の形態

実施例   4C083,AB122

【請求項】に記載の『技術主題』と、〖本文全文〗に記載の「技術的観点」に対応する
（紐付いた）Hybridの「検索論理式」を作成し、母集合を得てそれを精読する。

作用

➡発明の効果   4C083,BB32

図面の説明

図面 ➡ 図面を調査対象とする 図面を調査対象とする

備
考

調査対象の母集合 ➡ １,０００件  〜 ２,０００件  ？ ２００件  〜 ２,０００件  ？

費用の概算 ➡ 社内で処理　又は　３０,０００円/件？（外注） 不明（予算？）

コメント ➡
【請求項】の修正が必要かを検討する。

また他社の【請求項】は入念に吟味し、ここの権利情報に十分注意する。

・伝統的で、特殊な、 悪しき調査手法（「 Fターム」中心の【 検索論理式 】）で、

　同一「Fターム」が付与されていない文献はヒットせず、 調査漏れが 多数発生。
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